
　1936年バノレセロナ人民オリ．ンピック

」『国際スポーツ評諭』1936年巻とチェコ紙誌からみた一

上　　野　　卓　郎

はじめに

　イギリスの著作家デイヴィスのノンフィクシ冒ン（邦訳名）『ヒトラ．一への

聖火』1）の中に，わが国で初めてといっていいほど詳細な「人民オリンピック」

史が描かれている、それは，もはやこれ以上論じるまでもないかのように思え

る見事なまとまりをみせる。だが，その歴史的位置づけは正当か？

　r〔1936年〕6月23日，バルセロナから，ゲヅペノレスが聞いたらさぞや慣慨す

るニュースがつたえられた．スペイン政府が20か国？スポーツ代表を招いて

会議を開き〔会議を開いたという史実は確認されていない一上野〕，7月の末に，

ペノレリンに対抗する人民オリンビック・フェスティヴァノレを開催すると決めた

というのである．ナチスによるスポーツの悪用に反対することが狙いで，『記

録を目標にはしないが〔これは不正確だ〕，国々の平和と友好という真のオリ

ンビヅク精神を守る大衆的なスポーツ・フェスティヴ7ノレで，ペルリン大会に

対抗する』というものだ・すでにカナダ・米国・ポーランド〔㌣トガノレの誤

り〕，バレスチナ，デンマーク，ノルウェー，スウェーデン・オランダ・ソ連が

参加を表明し，英国労働者スポーツ協会も40名のチームの派遭を希望してい

るとつたえられた．全体の参加予定者は1万人・参カロ資椿は唯一・『真のスポ

ーツ糟神と，ファシズムに対する率直な反対の意志』の持ち主というものだっ

た」（118－119頁）．「〔スペインの〕内戦がオリンビックにあたえたたったひと

らら影響といえぱ，スペイン選手団の不参加が決定的になったことである・し
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かし内戦にようて，パルセロナで予定されていた対抗オリンビヅクは，あっけ

なくついえた・〔傍点引用者〕・そのころ，バルセロナはお祭り騒ぎだった．た

くさんのチームが築合していた．米国からは9人のチーム．英国からは4人の

パグパイプ奏者をつれて，40人の犬チームが到着した．催しにはオリンビヅク

にカ回えて，民俗芸術フ干スティヴァル，800のチェス盤をつかったトーナメン

トなども用意されていた．開会は7月19日午後4時，カタロニア首相〔大統

領の誤り〕によって宣言されたが〔その予定であったがなされなかった〕，翌

軌催しがはじまるはずの時刻，衛は進軍する部隊と小銃の音に包まれていた．

内戦の勃発で，対抗オリンピヅクははじまりもしないうちに幕を開じた．ペル

リン・オリンビックのライブァルは消えた」（ユ26頁）．

　ここで私の最大の凝間は，はたしてrあっけなくついえた」とみなしていい

のか・ということである・さらに，rたったひとつの影響」ということで各国

でのベルリン・ボイコヅトと人民オリンピヅクヘの運動の結合をみないのはど

うか・この著作がr未公開の外交資料も駆使して，オリンビックの裏面に光を

あてた」（訳者あとがき）豊窟なドクメンテを含んでいるだけに，その人民オ

リンピック像に関しての疑問は，そのペルリン・オリンビヅク像にも及ぱざる

をえないが，それは本稿の主題を越える．

　たしかに，デイヴィスが描いたように，人民オリンビヅクは，ペノレリン・オ

リンビヅク反対運動の最終局面での反ファシズム・スポーツのベノレリンに対抗

しうる国際的示威となるものであった．それは，オリンビヅク史の中で対抗オ

リンビックとして史実に残りながら，「未発」の故に歴史的究明の対象として

は無視されてきた．だが，これを「未発の」ものとしてのみ歴史にとどめてお

いていいのか，という問題意識に立つとき，スベインでの運動状況はどのよう

なものだづたのか，というところから解明していく必要がある．なぜなら，人

民オリンビック開催の主体はなによりも人民戦線勝利直後のスペインのスポー

ツ運動とカタロニア自治政府であり，人民戦線下のフランスの協カ・連携，ス

ポーツインターナシ目ナルと各国の労働者スポーツ運動の動員，ベノレリンをボ

イコヅトしたスポーツマンの参加によって開催可能な状況を形成したからであ
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る．しかし，スペインの資料を利用した研究はなく，資料白体の存在も不明で

ある．

　したがって，本稿の課題は，人民オリンビックの運動主体と国際的な運動の

連関，内乱勃発直後の参加者・組織者の動向を，同時代文猷から明らかにする

ことである．スペインのスポーツ運動史老いまだみることができない制約はあ

るが，国際的な研究において先駆的な同時代の新聞・薙誌rもとづくチェコス

ロヴァキアの先行研究2）と，それが利用しなかった新たな同時代文献3）の利用

によって，上記の課題にせまることにする．

　本稿の基礎をなすプロシェク論文は主に，1936年のチェコスロヴァキア共産
　　　　　　　ルデー・プラーヴオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヴイ■ポイ
党中央機関紙《Rud6pr色v0》，プロレタリア体育連盟中央機関紙《VチbOj渉，コ

ミンテルン『ルントシヤウ』チェコ語版《Mezin全rod㎡tiskov壬korespondence》

（《MeZtiSkOr》と略記）を典拠に，時系列的に人民オリンビヅクをめぐる動向

を描き，とくに《Rud6pr壬v0》の記事は豊宮な時々刻々の情勢を伝え，この

論文に生彩を放つ．しかし，プロシェクがチュコスロヴァキアの立場から歴史

記述をしている関係上（それは当然だが），スペインの運動に関する記述は不

十分である．本稿で利用する『国際スポーツ評論』（『評論』と略記）にはスペ

インからの通信，RSIの運動論が見出され，その資料的価値は高い、

1人民オリンビヅク開催の契機

　1936年2月16日の選挙で人民戦線が勝利し，スペインの労働者スポーツ全

’国組織FCDO（Federati6n　Cu1tura1Deportive　Obrer副：労働者文化・スポー

ツ連盟）が1934年7月の全国会議以降の困難な状況に終止符を打つ・1934年

10月事件後自治が破壊されていたカタロニアは2月選挙後改めてその自治を宣

言，独自の政府をつくる．2月選挙の直前にカタロニア人民スポーツ委員会が　　　’

成立し，カタロニア・ヘネラリタート（政府）のスポーツ・コミヅサリァート

の一都を形成する4）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　以上を基本的契機としながら，人民オリンピヅク開催の客観的・主体的契機

は次のようなものであった．第一に，すでに高まっていたベルリン・オリンビ
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ヅク反対運動の中で・とくに36年初頭に発せられたrオリンピヅク移転委員

会」のアビール・第二に・36年4月の共和国成立5周年記念スポーツ行事，第

三に，36年5月の政府による補助金決定とカタロニァ政府の後援，第四に，36

　　　　　　　　　　　　　　　イデー年6月のパリでの「オリンビヅク思想擁謹国際委員会」の国際会議，である．

　「ベルリンからオリンビヅクを移転させる委員会」（35年9月創設，チェコス

ロヴァキア共和国の28のスポーツ・文化組織加入）が36年初頭に発したアビ

ールは，次のように呼びかけた。「独自に，あるいは他の体育組織と共同で，

オリンビヅク大会が開催される時期に，ベノレリン・才リンビックに対するデモ

ンストレーションとしてスポーツ・体育祭典を開催する」ように，と（《VチbOj》

1936・ro6・2．）．チェコスロヴァキアではプロレタリア体育連盟によって8月1

日開会の人民競技会が企画された（プロシェク，153頁）．確かに，人民オリ

ンビヅクがこれを直接的契機としたという実証はないが，関連はあり，客観的

契機とみなしうる．

　36年4月，カタロニア大統領ルイス・コンパニース列席の下，労働者スポー

ツマンが初めて公衆の面前に登場する機会となった大スポーツ行事が開催され，

カタロニァのブノレジ目ア階級の青年の一部，とくに学生も参加したこの行事に

は。ドイツ共産党のE．テーノレマンと全てのファシズム反対者をナチスの牢獄

から解放せよという要求が掲げられた（《Meztiskor》．ro6，24，ユ936．6．ユ2．一

プロシェク，153－154頁）．

　人民オリンビヅクのためのスペイン政府への補助金要求運動は5月が山場で、

しかも成功した・マドリードのメーデーデモで，先の反動政府がベルリン・オ

リンビックヘの参加に対する補助金として支出を決めていた40万ベセタを人

民スポーツのために使えという要求が掲げられ，そして5月20日のスペイン
ヨルチス

国会でトラバル（Tr乱bal）議員（人民オリンピヅク組織委員会議長）が質問に

立って，その総額を人民オリンビックに支出するように提案し，左翼諸党もこ一

れを主張・政府も同意し・ベルリン大会を支持しなかった（これによってスペ

インオリンビヅク委員会は辞任）ばかりか，政府は人民オリンビヅクのために

補助金をさらに25万ペセタ上乗せすることを決議するよう議会に求めたので
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あった（《Rud6pr色vo》1936・5・9，5，29，6－9，7・2，ア・5，7・18・一プ目シェ

ク，156頁）．したがってデイヴィスのいうような，内戦のたったひとつの影

響としてのスベイン選手団めベルリン不参カロということは，ここからだけでも

誤まりであると言わなけれぱならない．

　この点に関して『評論』36年6月号の記事rバルセロナ人民オリンビヅ

ク」5〕をみると，人民スポーツのための委員会（ママ）はさまざまな要求を提出

し，一貫してベルリン大会へのスペインの参加に反対するのはもちろんのこと，

反動政府によって承認された40万ペセタにのぽる金を今の政府がスペイン人

民スポーツに使うように求めてきた（171頁）が，最近の協議で政府とバルセ

ロナ市の代表によって補助金交付が約束され，全てのアマチュアスポーツ連盟

の参加が絶対に見込まれることになった（171－172頁），と報告されている．

さらにこの記事には注目すべき記述がある．「カタロニア政府大統領ルイス・

コンバニース，このカタロニア解放運動の最も傑出した指導者が人民オリンビ

ヅクの名誉会長をひきうけた．人民オリンピヅクはカタロニア政府の公式の後

援をうけ，しかもこれによってカタロニア政府は人民スポーツ運動の要求を最

も熱心に支持する」（171頁）．この言己事は，人民オリンビヅクの意義にも論及

している．「この人民オリンビックは，一面で，カタロニアとスペインの国内

的な，ならびに国際的な人民スポーツ運動の促進に役立つであろう。他面で，

スポーツにおける真の才リンピック精神を支持する全てのスポーツマンの統合

を遣求する．この理由から，この人民オリンビヅクは同時に，反動的・ファシ

ズム的スポーツとそのセンセーシ目ナノレな表明たるベノレリン・オリンビヅクに

反対する国際的表明である」（同）．

　36年6月6，7日にパリで開かれたオリンピヅク思想擁護国際委員会の国際

会議にRSIとSASIの両スポーツインターナショナルも参加し，その宣言　　　　一

の中で，「バルセロナ人民オリンピヅク，プラハ人民競技会，アムステノレダム

国際芸術展，その他オリンビヅクの原則を守るために開催されるさまざまな国　　　　・

々でのすべての示威や行事に参加するよう」訴えた（《Rud6pτav6》1936－6－

27．一プロシェク，157頁）．この会議でカタロニア政府の公式の代表が，この
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種のもののうちで最も大規模なものに属するこの大スポーツ行事の準備活動に

ついて報告した（《Vチbo1》1936・r0さ・6μ・一同）、会議の一つで議長をしたの

は，人民才リンビック組織委員会事務局長アンドレス。マルチンであった（『評

論』36年10月，「アンドレス・マルチン」306頁，同号前出記事308頁．プロ

シェクの注記，167頁）．

2　スペイン人民スポーツ運動の発展

　1936年3月7，8日．プラハでRSI国際協議会が開かれた．『評諭』36年

3／4月号6〕に，スーペイン代表として出席したアンドレス・マルチンの報告が掲載

されている・ここには直接的に人畏オリンビヅクヘの言及はないが，スペイン

のスポーツ運動に関する総括的な分析と成立したぱかりの共同委員会の方針は，

人民オリンビヅク構想の基礎を示すものである．以下，その報告大要を言己す．

　スペインでは共和国の宣言〔1934．4．12〕以来初めて青少年にとってスポー

ツ・文化生活が始まった．とくに農村で青少年はスポーツ上の全ての可能性が

奪われていた．レルースとヒル1ロブルスの党ηが権カを握った2年の間，青

少年のスポーツ・文化の権利に対して極めて敵対的な攻撃がかけられた、農村

民1衆に喜こぴと文化をもたらすために教育的伝道を組織した《La　Banaca》の

ような組織も解散させられた．多くのスポーツクラブと組織は非含法においや

られた．だから，スポーツマン大衆が選挙キャンベーンで人民戦線を支持し，

若きスポーツマンのあらゆるイニシアティブをおさえこんだラディカル・ファ

シズム体制に反対し，人民戦線の勝利のために尽カしたのは当然だ、

　わがFCD09〕の課題は，社会主義組織と《Salud　v　Cultura》（人民健康のた

めの組織）と共同して，また，人民戦線に組織された青少年大衆に支えられて，

国家が競技場，体育館，水泳プールを建設し，広範な運動の維持を可能にする

補助金を承認するために闘かうことである．スペインには公的なコントロール

の下にある大きなスポーツ組織はない．サッカー，ボクシング，陸上競技のプ

ロ組織と公認のアアチュア組織の他に，FCDOと並ぷいかなる中心的組織も

ない．《Sa1ud　v　Cultura》は中心的組織ではないが，多くの都市の非常に重要
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なグノレープを結合している．背少年スポーツマンは地域クラブに組織され，技

術的装備，練習場，活動の展開のためのその他の手段の絶対的不足に対してし

ぱしぱ絶望的な闘いをしている．彼らは我々の運動にまだ結集していないが・

その構成，そのスポーツ観に関してはそれはr我々の」クラブだ・我々の任務

は，全ての進歩的要素の協働の下に，また，スペインに左翼政府が存在し・人

民大衆の選挙勝利によって，進歩的スポーツマンが積極的な功績をもつ権カに

達したことによって開かれた大きな可能性の活用の下に，スポーツマンの勢力

を結合し，人民戦線の一大スポーツ・文化組織を確立することである・この任

務の実現の実践的形態は，議会で人民戦線議員によって支持された部分要求の

プログラムの仕上げにある．

　　　　　　　　　　　　　　　目ソタクト目｛テイ
　マドリードで我々はたった今，共同委員会を創設した・その活動の基礎とし

てこれは次の三点を確定した．1．ヒトラー・オリンピックに反対し，オリン

ビヅク思想の擁護のための闘争，2．練習場と体育館の共同管理に関するマド

リード市議会への要求の貫徹，3．スポーツ行事と大衆キャンピング運動の共

同の組織化（同号，100－101頁）．

　ヤノウシェクはこの共同委員会の部分のみにふれたが，典拠はプラハの国立

中央文書館資料（SUA．pp1931－1940．f㎝d　p87／296j，11437．）であり，上

記三項目は全く同一である（ヤノウシェク，106－10ア頁）．私はこのマルチン

報告全体を人民オリンピヅク構想の基礎とみなす・

3人民オリンビヅク組織委員会の活動

　その発足の具体的局面は不明だが，人民才リンピック組織委員会は，議長に

トラバノレ博士，事務局長に24歳のアンドレス・マノレチンを据えて発足した。

プロシェクはr多くの委負にはその他著名な人物と並んでルイス・コンバニー　　　・

スも入っていた」（154頁）というが，彼は名誉会長であった（『評論』36年6

月，171頁）．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　組織委員会の宣言は，《Rud6pr血vo》36．5．24。に全文掲載された（プロシ

ェク．155頁）．それは，諸民族友好のシンボルとしてのオリンビヅク思想の本
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来の婆とファシズム下でのその偽造を対比し，バルセロナこそ本来の精神の実

現の場であること，人民スポーツの全般的発展のための現実的前提の証明の場

であることを調い，全ての進歩的スポーツマン，全ての国々で活動している政

党，諸組織に向けて，全ての勢カによって人民オリンビックの準備と実現を支

持せよとの訴えで結んでいた．

　人民才リンビヅクのプログラムは『評論』のどの号にもなく，《AIZ》（Ar－

beiter　Iuustriert　Zeitm9～）ro6，29，36．7．15を典拠にしたプロシェクによ

れぱ，それは二つの主要な部分に分かれ，一つは，個々のスポーツ種目の国際

選手権であり，二つは，それより低レベノレのスポーツマンとチームの試合を地

域毎，クラブ毎におこなうというものであった（155頁）．

　日程は当初7月22日から26日までとされていたが，日穆を早めて19日か

らと変更された．そのいきさつについてはプロシェクも『評論』も同様の言己述

を与えている．「参加串込みの数が多いので予選を増やし，さらにプログラム

に新しい競技種目を付け加える必要が生じた、6月末，組織委員会は人民オ

リンビヅクを3日間拡大し，開始日を7月19日に変えることを決定した」

（《Rud6pr益vo》36．アー1，7，5一《V夕boj》36．roさ．6μ．一プロシェク，161頁）．

rこれまで委員会に届いた申込みの巨大な数のために人民オリンビヅクの開始

を7月22日から19日に変えることが決定された．巨大な参加者数では全ての

スポーツプログラムを5日間ですませることは不可能である」（『評論』36年7

月号「全スペインは人民オリンビックを組織している」，2ユ4頁）．

　組織委員会の宣伝・出版活動について，『評論』6月号記事は，’委員会がすで

にさまざまな資料を出版し，人民スポーツの目的・目標を啓蒙する英・仏・

独・スペイン語・カタロニア語での絵入り記念論集や，金ての文明言吾でのポス

ターの発行がなされており，国中でメダルがかけられ，宣伝切手が売られいる

ことを伝えた（172貢）．「労働者スポーツのこの大行事を知らせるために，7

月8日からバルセロナ放送は毎日，スペイン語，カタロニア言吾，独・英・仏語

でニュースを送った」（《Rud6prまvo》36．7．19。一プロシェク，161頁）．

　スペイン国内の運動の広がりはどのようなものであったか．プロシェクによ
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れぱ，カタロニァ労働者同盟が，34年10月事件でカタロニア解放闘争のセン

ターであったバノレセロナの同盟の建物の中の事務所を組織委員会に提供したこ

と，ウェイターの組合組織が人民オリンビヅク開催中は組合員は外国の客にチ

ヅプなしで奉仕すると発表し，カタロニア製図工組合同盟の会員がこの行事に

加わると表明したこと，さらに多くの市町村議会が物的援助を決定したこと

（《Rudξpr益v0》36．6．3，6．21。一プロシェク，15ア頁）など，大きな反響を

よんだ．『評論』6月号記事でも，「労働組合連合9）が組織委員会に支持を約東

した」ことや労働者同盟，製図工組合同盟の協カについて同様に記している

（172頁）．

　大…衆運動としての準備活動の状況を『評論』7月号記事が詳しく伝える．「人

民オリンビックのためのスペインの運動で決定的なものはその絶対的に大衆的

な性格だ」（213頁），頂点には「短期間に数万もの会員を擁しえた人民スポー

ツの若い組織」が立ち，この行事に学生も労働者，農業労働者，農民と一緒に

申込んでおり，とりわけ青年が準備に協カしている．とくに注目すべき点は，

全国に地方委員会が成立したことである．これは，r代表団の準備と編成，予

選の組織・宣伝競技会などにとりくみ」，「全く小さなところでさえこの委員会

は独自の便菱を印刷し，外部にもこの事柄の重要性を際立たせている」．さら

に，r個々の州の規則的な報告から目立つのは，とくにバスク地方，アストゥリ

アス，アンダノレシア」で，「アストゥリアスではすでに500人のスポーツマン

と観客のための特別列車が定められた．ここはバノレセロナから最も離れた州の

一つなのだ・コルドバ，シウダード，レアル，その他多くの市で，毎日曜日，

人民オリンピックのための宣伝・予選競技会がおこなわれている」．エピソー

ド的情報として，「2人のサヅカー選手がマドリードからバノレセロナに向けて

ボーノレをドリブルしながら歩いている」，r4人のドイツ人自転箪選手が愛用マ　　　　．

シーンとともにサン・セバスティアン〔パ三クの港〕からバルセロナに向かっ

ている」との記述もある。宣伝の規模が大きくなり，バヅジ，ポスター，ビラ，　　　・

プログラム，マニフェストの予定数がすでに売り切れ，「この運動の勢いは予

想されえなかったもの」（2ユ4頁）であった．対抗すぺきベノレリン大会に関し
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ても，この運動とともに世論は完金に反ベノレリンとなり，新聞でもクラブの集

会でもどこでも反対の態度がとられ，それ故もはやベルリンヘのスペイン代表

団派遣の最少の希望もなく，行く者がいても私的旅行者だとみなしうると，ス

ペインに関するかぎりでのベルリンペの対抗の勝利が見通されていた、「バル

セロナのオリンビック競技会への参加者の数は，今日確実にはまだ挙げること

ができない．スペインからの数千のスポーツマン，同様に多くの観客と同伴者，

カタロニアとバノレセロナからの数千，いやおそらく数万人．すでに今日，バル

セロナでのオリンピック競技会は，それが約束するものを守ることは確実であ

る．すなわち，人民＝才リンビヅクであること，全人民の事柄であることがそ

れだ」・一明らかにスペインからの，しかも組織委員会関係者からの通信で

あるこの記事は，誇張も合みながらもスペインで進んだ大衆的運動状況を描い

た重要な資料とみなしうる．

4　フランス人民戦線との関係と各国の状況

　『評論』からはこの点の記事をとりあげることができない．そこで，プロシ

ェクの記述とともに『論集・国際労働者スポーツ』（以下『論集』）の関係記述

にょって概観しよう．

　各国から4000人のスポーツマンと2000人の役員の参加が見込まれていた

（《Meztiskor》roさ・28，36・7・10，《Vチbo］》36，roさ・6μ・一プロシェク，158頁）

が，その中で際立っていたのはフランスであった．FSGT（労働者スポーツ・

体操連盟）の運動は全面的成果を収めなかったが（後述），人民戦線政府によ

る50万フランの援助と準備への公的保証によって，当初公表された1200の人

数を倍化させた（《RudさPr色vo》36。ア。9。一プロシェク，158頁）10）．トラバ

ノレがレオ・ラグランジェ余暇・スポーツ担当網と会見し，フランスの絶大な協

カの約束を得たとのプロシェクの記述には典拠が不明である．しかし，次の史

実は重要である．パリで7月5日の日曜日，テーノレマン解放委員会と労働者ス

ポーツ組織の共同で，3万人の労働者が参カロして「人民スポーツ・バルセロナ

の日」が開催され，名誉議長としてラグランジェが参カロ，他に急進社会党（ビ
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工一ル・コット），共産党（ジャヅク・デュクロ），社会党（ジャン・ジロムス

キー），カタロニア政府代表（プィクト）一《Rud6pr壬vo》36．ア．2．によれ

ば，コンパニースの予定だった一があいさつ，ここでバノレセロナヘのフラン

ス代表団が公式に紹介された（《AIZ》，r06・30・36・7・22，《MeztiskOr》r0さ・28・

36・7・10・一プロシェク，159頁）．

　後述とした点と関わって，『論集』のアッシュ論文n）を引用したい．「政府は

1936年6月19日，100万フヲンをベノレリンのために，60万フランをパノレセロ

ナのために提案し，それによって二つのチームの派遣に金を出すこととしたの

であった。7月9日，議会で討論がおこなわれた．共産党議員フロリモン・ボ

ンテは，ベノレリンの公金をバノレセロナのために削除するために対案を提出した．

一方，フヲンソア・ピートリー中央党右派議員，元犬臣，フェンシング協会会

長，IOC委員一は，いわゆる非政治的スポーツの名において反対党を代表し

た．社会党はこの討議に参加しなかった．結果は予想された、二つの補助金が

認められ，そして，共産党が棄権したので，急進杜会党のビエール・マンデ

ス・フランスがそれに反対した唯一人の議員となった」（86－87頁）．

　各国の状況について，開催前の情報としてプロシェクが記述したのは，スイ

スから150人出発のしらせと500人の特別列車での参加，オランダから水泳チ

ームと陸上競技選手の参加，ベノレギーからサヅカー，水泳，陸上，ボクシング，

バスケットボールのチームの参加公表，アントワープのユダヤ人スポーツクラ

ブのサヅカーチーム出発，イギリスから50人のサッカー，テニス，ボクシン

グ，自転車の選手出発のしらせ，ギリシアでは60人が参カロ登録，アメリカか

ら黒人スポーツマン4人を含む選手団派遣の通知であるが，そのためにいかな

る準備活動をしたかはわからない．

　やや具体的にわかるのは以下の国々である．ノルウェーでは，労働者スポー　　　　一

ツ同盟AIFのイニシアティヴによる組合組織のカンバ活動（4000ノノレウェー

クローネ）でサヅカーと陸上のチームを派遣．『論集』のフォン・デァ・リヅ　　　・

べ論文12）では，「一方でNIFは1936年のベルリン・オリンビヅク大会に選手

を送り，他方でAIFはバルセロナにスポーツマンを送り出した」（194頁）．

3泌
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スウェーデンでは，ベルリン選手団の競歩とボクシングの2人の選手がバルセ

ロナ行きを宣言，また，労働組含連合がサヅカーと陸上チーム派遺を約束．

『論集』のポールブラント論文13）では，「AIFの主な会員である何人かの労働

者スポーツマンたちは，バノレセロナにおける対抗オリニピアードに参加するた

め7月に出発した」（ユ82頁）・ソ連では，身体文化最高評議会が，西欧の選手

団とは比較にならないほどの最大の選手団の派遣を約束．論築のリオーダン論

文14）には準備の記述なく，「スペイン内戦勃発後の数ヵ月後，バスクのサッカ

ーチームがソ連で9試合行なった」（72頁）という記述しかない．チェコスロ

ヴァキァでは，プロレタリア体育連盟によるサヅカー，陸上，水泳の選手派遭，

社会民主党議員でSASIの有名な活動家H．ミュラーの指導の下に労働者体

育・スポーツ連盟ATUSから7名の水泳選手の出発，ブラチスラヴァのスポ

ーツクラブ・ヴァスの参加表明，が伝えられた（プロシェク，160－161頁）．

カナダについて『論集』キヅド論文15）で補う．「カナダ・ユダヤ人会議と共同

で，6人からなる選手団がバルセロナの労働者オリンピアードに派遣された．

その一団には2人のユダヤ人ボクサー，サミー，ルフトスプリングと『ベイビ

ー』ヤヅクが加わった」（206頁）．

　公認のスポーツ連盟との関係では，国際陸上連盟の態度の変化が注目される．

それは当初，スペインの陸上中央組織からの，人民オリンビツクはこの組織の

承認なしに組織され開催されるものだという報告を論拠に，所属連盟と競技者

に参加を禁止する回状を発した（《Mrodni　listy》（チェコ国民民主党中央機関

紙）36－7．16，《こesk6s10vo》（チェコスロヴァキア社会党中央機関紙）36．ク．

16夕刊）が，その後まもなくフランス陸上連盟に許可を与え（《Rud色pr益vo》

36：7・12），続いて全ての連盟・選手にバルセロナヘの出発を認めた．という

のは，人民オリンピヅク委員会があらゆる国内的・国際的規定を遵守するとい

う保証を与えたからであった（《MrodnHisty》36－7．17．一プロシェク，161’

一162頁）。なお，国際サッカー連盟も参加禁止の態度をとった（《Mrodni

po1itika》36・7・19・）が，その後それが変化したのかどうかは明らかでない．
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5開催前夜と蜂起の中のバノレセロナ

　olimpiada　popu1乱r　Barcelona22a126Juliol1936一このポスタ．が

22を19に変えてスペイン申に，とくにバルセロナの衛頭に張られていた（『評

論』36年7月，212頁，ポスター図版）．開催前夜には20ヵ国のスポーツマン

の参加が表明されていた．アルジェリア，イギリス，ベルギー，，チェコスロヴ

ァキア，デンマーク，フランス，オランダ，カタロニア，モロヅコ，ノルウェ

ー，ポルトガノレ，ギリシァ，ソ連，スペイン，スイス，アメリカ合衆国，それ

にハンガリー，ドイツ，オーストリァの移民グループ（《Meztiskor》r0さ。29－

36．7．17．一プロシェク，162頁）．その中で，ギリシアでは代表団がアテネに

集合して出発しようとしたときに政府によって出発を禁止された（《Rud6

pr血vo》36．7．22。一同，163頁）ため，実際にはバルセロナに到着しなかった．

しかし，ギリシアではこのため，多くのスポーツ組織がベノレリンヘの聖火リレ

ーのためのランナーを出さないと抵抗したのである（同上）．

　開催前1週間のバノレセロナには数万の観客と多数の外国選手団がすでに集ま

っていた．バルセロナはかつての世界博覧会場からオリンピヅク都市に変貌し

た．大きな博覧会ホテノレがホテル「オリンピヅク」に変えられ，ここに競技会

本部がおかれ，参加者のための数千のペッドが用意された一博覧会場の上方に

多数収容できるスタジアムが立ち，左側には古バノレセロナの砦モントフィヅチ

があり，そのまわりには公園が森の美しい木陰を広げていた（《Rud6pr査v0》

36．8．2．＿プロシェク，162－163頁）．

　スタジアムはrモントフィッチ・スタジアム」と呼ぱれ，開会日当時ヨーロ

ヅバ各国とアメリカから「約2000人のスポーツマン」がバノレセロナにいたと

いう証言もある（『評論』36年12月号，マドリードのプリートの寄稿「今日の

スペインのスポーツ」，352頁）．

　こうしてバルセロナで反ファシズム・スポーツマンの大祭典の最後の準備が　　　　・

おこなわれているときに，まさにその開催の前夜の7月18日，アフリカ・ス

ベイン領モロヅコの港セウタのラジオ放送局から一見とるに足らない一文，
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「スペイン全土は雲ひとつない快晴」が流された．これこそ，スベイン共和国

に対するフランコを先頭としたファヅショ的な将軍たちの蜂起開始の合図であ

った（《Rud6pr全v0》同）、ただし，蜂起開始については別の説がある．「7月

18日牛前5時15分，フランコはラス・バノレマス〔カナリー諸島サンタ・クノレ

ス島〕から，彼の宣言を発した・…この宣言はただちに，カナリーおよびスベ．

イン領モロヅコの全放送局から放送された．ついで，7月18日の暑くるしい夜

のあけるころ，蜂起が本土ではじまった」（ヒュー・トマス，前掲書，I．122－

123頁）．

　すでに土曜日にバルセロナに到着していた選手団，とくに2000人にのぽる

フランス代表団はパルセロナの嵐と悲劇の日々の目撃者となった．チェコスロ

ヴ’アキア選手団はバルセロナの玄関ロバデロナに2日間滞在した．ライフルを

持ってバリケードに並んだオリンピヅク委員会は，衛が再び平穏になって反乱

軍の最後の一味が一掃されたときに備えて，再びカタロニア人民の祭典の実現

のため，人民オリンピヅクのための準備をやめず，スタジアムの入口は民兵に

守られた．組織者たちはバリケードに立ち一ファシズムの行動にたち向かって

地域に出ていった．競技会は本来の内容で7月22日からおこなわれることが

決定された．最終日は，勝利したパルセロナ人民の祭典となるはずであった．

しかし，競技会にやってきていたアストゥリアスの鉱山労働者の150人の選手

団は，初日にすぐさま7イフルをとりパルセロナの衛頭での戦闘に勝利して，

サラゴサにライフルをもって向かった．他のスペイン，カタロニアのスポーツ

マンも彼らと一緒だった．競技会はさらに木曜日に延期された、しかし，外国

の代表団は出発の準備をし、港にはフランスの大きな汽船2隻，イギリスのク

ルーザーが停泊した．木曜日には代表団の残りの最後の人々が出発する（以上，

《Rud6pr益vo》36・8・2・一プロシェク，163－165頁）．

　『評論』8月号では，r反革命・王政主義将軍の反乱があり，これは武装民兵

の助けで人民戦線政府にようて打倒されるだろうが，人民オリンピヅクはただ

今のところ開会式がおこなわれたか，延期されたか，確かめることができない」

（巻頭論説「バノレセロナ・プラハ・アントワープ」，217頁）とあり，情報を独
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自に得るてだてがないことを告白した．9月号になると，「反革命・ファシスト

将軍の反乱によって人民オリンビックを実施することは不可能であった．スペ

インの自由スポーツマンたちはただちに，ファシズム・王政主義反乱者の打倒

のための稜極的な戦いに加わった．したがって，人民オリンピヅクが実施され

えなかったのは当然だった」（276頁），と書く．

　9月号の同記事では，反動的新聞がスペインの情報についてのありとあらゆ

る報道を広めていて，その中で人民オリンビヅク委員会が外国からのスポーツ

マンと観客は自らの負担と危険によって帰らねぱならないと宣言したと伝えも

したけれども，この報道は事実に反するとして，各国の代表団の帰国報告が詳

しくとり上げられている．フランス代表団は，859名の参加者の署名入りで反

動的新聞のうその報道に対する声明を公表，声明には，反乱はバルセロナで急

遠に鎮圧され，スポーツマンは政府と組織委員会の完全な援助をうけ，かつ，

政府の援助で帰路につくことができた，とあった（276頁）、チェコスロヴ7キ

アのATUS代表団団長，上院議員ミュラーは，バルセロナ放送局からドイツ

語で語った．「全ての外国スポーツマンは，．スベイン労働者の勝利的闘争と素

晴しい犠牲的勇気の証人であったことを誇りとする．彼らのうちの多くは，外

交的理由から禁じられなけれぱ武器を手にして戦いに参加したであろう」と．

イギリス，オランダ，スイスの報告もほぽ同様の調子である（277頁）．同記事

には次の情報もある．7月26日，パリのバーシング・スタジアムで、フランス，

アメリカ，ノルウヱー，スウェーデンのバルセロナ参加者も参加して一大スポ

ーツ祭典がおこなわれ，1万人の観客がそこに居合わせた（同）．

　チヱコスロヴァキア代表団の帰国報告はプロシェクに詳しいが，次の記事の

みにとどめる．蜂起の日，バデロナに自動車で運ぱれた彼らが言うところでは，

r次の日全員でバルセロナに行った．みな街を自由に歩けたし，チェコと人民

オリンビヅクという名の旅券を示せぱどこでも道を通ることができた」という

（《N全rodonfpolitika》36．7．31．一プロシェク，166頁）．

　国際義勇軍への人民オリンビヅク参加者の参加についてはその傍証はあるが，

今のところ明確な資料がない17）．
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6支援活動とアンドレス・マルチンの死

　内戦が拡犬する中で，国際的なスペイン人民支援の運動が高まった．しかし，

『評論』に記録されているかぎりでは，個々の活動はみられるもののスポーツ

インターナショナノレの共同行動としての展開はない18〕．いわゆる公認のスポー

ツ連盟の政治的中立・非政治的スポーツイデオロギーの影響もあって，広範な

スポーツマンの動きはおさえつけられたようである．というのは，『評論』の

中で，「スポーツの非政治的性樒」やr政治的中立性」によってスポーツマン

の耳目をおおい隠すスポーツ組織指導者が批判され，「スペイン共和国政府の

勝利こそスペインに進歩的スポーツの発展のための勝利と，文化的人民運動へ

のスポーツの形成のための自由な条件をもたらす」のだから，「スポーツの進

歩に賛成することは，現在の情勢下では，共和国スベインのために，スペイン

人民の勝利のために尽カすることを意味する」という論理が強く現われたから

である（12月号，「全てをスペイン人民の勝利のために！　一中立でありる

か？」349，350頁）．

　『評論』にみるかぎり，いちはやく支援活動を開始したのはソ連である．ソ

連のスポーツ日刊紙《Kra昌ny　Sport》（赤色スポーツ）での功労スポーツマス

ターなど16人の声明が紹介され，34年にパリでスペイン労働者チームと対戦

したモスクワの「スパノレタク」サヅカーチームが支援基金630ルーブノレを寄付

したことが伝えられる（9月号rソビエトスポーツマンはスペインの戦士の支

援に急ぐ」，278頁）．フランスでは，9月13日，バリでスペイン連帯スポーツ

祭典がおこなわれ，FSGTの招待でバノレセロナからサッカーチーム（前線か

ら呼び出された6人の民兵を含む）が参加，ロンドンからの労働者イレブンと

対戦した、その祭典でフランス労働総同盟書記長レオン・ジュオーとFSGT

会長マローヌがスペイン人民との連帯を表明，カタロニア労働者スポーツマン

を代表してフェルデラが演説した（10月号「我々を支援せよ！　一スペインス

ポーツマンの叫び」，307－308頁）．

　支援活動に勢いをつけたのは，アンドレス・マルチンの前線での死であった．
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チェコスロヴァキアでは，プロレタリアの体育連盟が，1936年10月ユ0，11日

のプラハでの全国協議会で，「スポーツマィの自発的募金からスペインスポー

ツマンとその組織の物質的支援のための『アンドレス・÷ルチン基金』をつく

ることを決定」した．プラハの組織はアンドレス・マルチンの像を入れたハガ

キを大量に発行し，その収益をr基金」に入れる活動を始めた（11月号r前

戦のスペイン労働者スポーツマン」，337－338頁）．同記事には全くの短信でア

メリカのr自然の友」の募金活動が伝えられるが，その他の国の支援活動につ

いては，前出12月号の中で，ストヅクホルムのスポーツ紙の報道の抜華でス

ウェーデンの状況が余り具体性なく示されるだけである（その抜率にはバリ，

モスクワ，プラハのスポーツ紙の報遭もあるが）．

　人民オリンピヅクの組織者，アンドレス・マルチンは，9月，サラゴサ戦線

のオロペサ村での戦闘で，「ラ・バシオナリア」大隊の指揮官として重傷を負い，

ファシストに捕えられ射殺された．このことについてはプロシェクもその論文

の最後に書きつけている（166－167頁，典拠は《Vチb0］》36－ro6．10．）．『評

論』10月号は，RSIの追悼アピールと彼の評伝を掲載した、その評伝（306－

307頁）から彼の短い生涯を略述する．

　Andr6s　Martin（Peres）．1912年マドリード近郊セゴヴィァに5人家族の貧

しい靴屋の一富、子として生まれ，13歳で学校をやめ，工場に．独学で知識を広げ，

14歳で革命的青年運動にカロわる．32年20歳でマドリードでの当時のストラィ

キの指導者の一人に．33年8月1日，キューバとセビリアのストライキ労働者

への連帯デモの第一列に，何度も警察に捕まる．人民戦線の勝利（36年2月）

の最初の日から全カでスポーツ運動に献身し，スペイン労働者スポーツ・文化

連盟の会員と同時に，36年3月プラハでのRSI国際協議会のさいにRSIピ

ューローのメンバーに選ぱれる。バルセロナ人民オリンピヅクの組織者であり，

6月初めのパリでのフェァ・プレイ委員会（オリンピヅク恩想擁謹国際委員会

のこと一上野）の国際会議に最も稜極的に関与した．ファシズムの反乱が始ま

るとすぐに，主にスポーツマンからなる民兵の戦闘部隊を組織し，前線に．彼

の友人は，彼にソビエト映画『チャバーエフ』19）がどんなに強く影響を与えた
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かと語づている、ロシア内戦での白軍に対する赤軍の英雄が彼にはスペインフ

ァシストに対する闘いでの見本だったのである．彼の氏兵グループは，一すでに

一般に知られた「ラ・パシオナリア」大隊に加わったが，そこでも彼は指輝官

でありつづけた・（負傷・射殺の記述，重複につき略）のちに彼の遺体は友人

によって発見された、

　11月号に短く，彼の葬儀でマドリードの新聞《Claridad》のスポーツ編集

者アルパロ・イネンデスの弔辞が掲載されている（336－337頁）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　＊

　『評論』は人民オリンビック中止か否か不明の時点で次のように展望を示そ

うとした．「いずれにせよ，この人民才リンビックの組織化は，ヨーロツバの

全ての反ファシズム・スポーツマンの共同の行動への結集のうえでの一大前進

である。8月1日，プラハで人民競技会が始まる．・一・チェコスロヴァキア最

大のマサリク・スタジアムで5ヵ国からのスポーツマンが集まるだろう」「こ

の二つの行事は，ファシズム，反動，戦争に反対し，平和と自由を求める自由

な人民スポーツのための，スポーツにおける必然的な，現代にあった改革のた

めの，国際的参カロによる一大人民デモンストレーシ目ンとなる」「全てのスポ

ーツマンを自由な人民スポーツのための統一的な戦線に」一「バルセロナの

人民オリンビヅクとプラハの人民競技会は，アントワープの大労働者オリンビ

ックの尊敬に値する先駆者である」（8月号，「バノレセロナ・プラハ・アントワ

ープ」217，218頁）．

　193ア年ク月にアントワープ第三回労働者オリンビックは開催された一第

二次世界大戦を前に，25年フランクフノレト，31年ウィーンに続く国際的な労

働者スポーツ運動の最後の大行事として．

　1939年1月バルセロナ陥落，3月28日フランコ軍マドリード入城，スベイ

ン内戦終わる．1940年東京オリンピヅク，返上・中止

　1）　ダフ・ハート・デイウ’イス，岸本完司訳『ヒトラーへの聖火．ベルリン・オリン

　　ビヅク』（東京書籍，1988年）・原暫名Du丘Hart－Davis，Hitler’s　Games，Century

　　H1］tchi皿son，1986．
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2）主要には，Frantiきek　Pro§ek，Lidovゑolympiゑda　v　Barcelonさr1936・（フラン

　チシェク・プロシェク「1936年パルセロナ人民オリンビック」）in：Acta　Umver－

　sitatis　Caroliane，Gymnica，19696．1，str．153－169・であるが，他に・jaromir

　Jamu§ek，Boj　proti　olympijs吋m　hr色m1936v　Ber1inさ一vチ・namna　etapa　boje

　sportovc自za　jednotnou｛mntu　proti　fa§i昌mu　a　v色1ce・（ヤロミール・ヤノウシェ

　ク「1936年ベルリン・オリンピヅク大会反対闘争」）in；Acta　Universi趾is　Caro－

　linae，Philosophica　ot　H1storica，1962芒．！，str．83－119．本稿では直接とりあげな

　いが，Orga　N色1epkov色，Mezin色rodni　dさlnick6sportovni　a　tさ1ovチchovn6hnuti　　　　　．

　proti　ia§ismu　a　valce，1936－1938一（オルガ・ナーレプコヴァー「反ファシズム’

　反戦国際労働者スポーツ・体育運動，1936－1938年」）in：Acta　Universitatis　Ca’

　rolinae，Gymnica，1969，6．1，str．12アー151。一これらの文献は，功刀俊雄氏によ

　る教示・試訳によるものである．ただし訳文はいくらか変えた・功刀氏自身は，こ

　れらの文献も基礎にして以下の論稿を発表している．「チェコスロヴァキア労働者

　スポーツ運動」上野卓郎編訳『論集・国際労働者スポーツ』（民衆社，1988年）所

　収補論I．288－304頁．「ベルリン・オリンピヅク反対運動一人民戦線とスポーツ

　運動一」『運動文化研究』（学校体育研究同志会研究年報）第4巻，1986年・38－43

　頁．これらは，プラハ・カレル大挙の前掲研究者たちの1960年代の活発な研究を

　わが国に初めて紹介したもので，労働者スポーツ運動史のドイツ偏向性にこの面か

　らも一石を投じた．なお，本稿執筆時に，プロシェクの19ア9年出版の150頁の単行

　本『反ファシズム闘争におけるスポーツマン』を得た．その中の一章に「人民オリ

　ンピヅク」も含まれているが，基本的内容は前掲1969年論文と変わりがない一Fra－

　nti§ek　Pro金k，Sportvc・v　boj　proti　faき1slm．O1ympia／praha，1979・str・55－66・

3）　IntemationaIe　Sportr1」ndschau．Zeitschrift価r　Theorie　und　Praxis　der　K6r－

　perku－t㎜1．Iv．Jahrga皿g1936－Heraljsgeber　und　verantwortlicher　Redakteur：

　Carlo　Aksamit、編集者のアクサミットは，通常，カレル・アクサミヅトと表記さ

　れる．発行地はプラハ．簡単にこのRSI（赤色スポーツインターナシ目ナル）の

　雑誌の年譜を記す．前身は，Intemationaler　Arbeitersport．Zeitschriit　i血r　Frag㎝

　derintemationalenrevolution邑renArbeitersportbewegung一これは1930年9月か

　ら1933年1月までペルリンで発行されたが，33年3月，RSI事務局がベルリンか　　　．。

　らコペンハーゲンに移転したのに伴ない，同地からB．ハイマンを名目上の編築者

　として新たに本誌が1933年8月に創刊された一35年末にRSI事務局のプラハヘ

　の移転とともに，36年1月から12月まで同地で発行一1月の第1号のみエミール・

　フルシェク（プロレタリア体育連盟幹部）を編集者とするが，それ以降はアクサミ

　ヅトの名を刻むI本稿が利用する1936年巻はアクサミバの手で合本化されIそ
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　　の全号の内容目次も付されている．当時のRSI書記はシ冒ルダク．

4）『評論』35年8月のマドリードからのD．G署名の「スペインのスポーツマン大

　秦の獲得の途上で」（313－315頁）。1934年10月事件後のFCDO再建運動に関す

　　るこの短い論説にはたち入ることができない。カタロニアについては，『評論』36

　年10月（10号）の「我々を支援せよ！一スペイン・スポーツマンの叫ぴ」に引用

　　された，内乱勃発後の9月13日，バリでのカタロニア労働者スポーツマン代表，

　Verderaの演説から．307員．

5）　これは人民オリンビヅクについての『評論』での最初のまとまった記事であるが，

　スペインの組織委員会の筆によるものと思われる．内容的にも，また組織委員会の

　アドレス：Barcelona，Rembla　Santa　Mo皿ica25．の明記からも、

6）　この号は国際協議会特集である．この協議会についてヤノウシェク，ナーレプコ

　　ヴァーはふれているが，プロシェクはふれていない一巻頭無署名論説「転換点に立

　つスポーツ」によれほ，「ヒトラーが口カルノ条約を破棄し，ドイツ部隊がライン

　　ラント非武装地帯を占領した瞬間にその討議を開始した」この協議会は、「何百万

　　ものスポーツマンを平和のための闘いに獲得し，同時に，進歩的スポーツに敵対す

　る勢力をうち被るために必要な全てのことをする」任務を提起し，そこでの討議は

　rスポチンテルン〔RSI〕の組織の発展を検証しただけでなく，またスポチンテル

　　ンと社会主義労働者スポーツインターナシ目ナル〔SASI〕との共同行動の間題に

　とりくんだだけでなく，スポーツ運動の状況を全体として観察し1そこから必然的

　な帰結をひきだした」（73員）．この論説，その他の報告，決議についてはRSIの

　「人民スポーツ」運動論として別稿にゆずる．

ア）　アルハンドロ・レルースは急進党の共和国外猪大臣，ホセ・マリーア・ヒル・ロ

　ルブスはスペイン自治権（E．H。力一では，自治右翼）連合一カトリック党指導者．

　ヒュー・トマス，都築忠七訳『スペイン市民戦争』（みすず書房，1962年）第I巻

　29頁，8，9頁，参照．

8）『評論』36年6月号，「スペインの人民スポーツ運動一スペイン労働者スポーツ

　連盟会長とのインタピュー」に，FCDO中央委員会会長（氏名表記なし）のマド

　リードの新聞《C1aridad》とのインタピューが掲鞍されている（175－1η頁）．

9）社会労働党系の労働総同盟とアナルコ・サンディカリスト系の労働金国連合とは

　別の共産党系の労働組合連合組織（統一労働総連合）のことか・労働者同盟は社会

　労働党が最初に創出したもの。E．H．カー，内囲健二訳『コミンテルンの黄昏』

　（岩波書店，1986年）「第15章スペイン共産党」参照．

10）　プロシ呈ク注記一「《Me2tiskor》ro6．24，36．6．12．の報告ではトクールーズだ

　けで3000人のスポーツマンが参カ日の意志を表明した」．（167頁）．
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　11）　フランソワーズ・アッシュ「フランスの労働者スポーツ．二つの転換点：1936年

　　と1981年」（拙訳）前掲『論集』所収．

　12）　ゲール・フォン・デァ・リヅペ「ノルウェー労働者スポーツ運動史上の転換点」

　　（功刀俊雄訳）

　13）　ロルフ・ポールブヲント「スウェーデンの労働者スポーツ運動．1919－1936年」

　　（有賀郁敏訳）

　14）　ジ呂一ムス・リオーダン「労働者国家・ソ連の労働者スポーツ」（功刀俊雄訳）

　15）　プルース・キヅド「カナダの労働者スポーツ運動」（青沼裕之訳）．なお，ウリエ

　　リ．シムリ「イスラエルの労働者スポージ」（有賀郁敏訳）もハポエルの参加にふ

　　れている．

　16）『評論』36年9月号記事「バルセロナ人民オリンビック実施されず」では，「1500

　　人の参カロ者を数え一るフランス派遣団」（276頁）。

　17）　ヒュー・トマス，前掲書，I．「第三編ヨーロッパの介入，2ア，アラゴンとシエ

　　ーラの戦線一外国人義勇兵と第五連隊」に・r革命部隊のなかには・外国人一とく

　　にドイツ，イタリアからの亡命者，ヒトラーとムヅソリー二から逃れてパルセロー

　　ナの『労働者オリンビアード』にやってきた共産主義者の集団がいくつかあった」

　　（208貫）とあり，また，最初に死んだ英国人義勇兵，婦人で共産主義者の画家フェ

　　リシァン・プラウンが「バルセローナヘ旅行したのは『労働者オリンビアード』に

　　出席するためであった」（209員）という記述もあるが，国際旅団ないし他の義勇軍

　　加入の人民オリンビヅク参カロ者の国籍，数などはわからない・邦語文献でこれに関

　　説しているのは，川成洋『スペイン戦争一ジャヅク白井と国際旅団一』（朝日

　　選書，1989年）で，次のように記している。「1963年7月20日，すなわち反乱軍

　　の軍事蜂起の三日後に当たるが〔この目付はおかしい〕・ナチスの国威発揚のため

　　のペルリン・オリンピソクを拒否し，それに対抗するために，コミンテルンの指導

　　で（1？）『バルセ回ナ・オリンピアード』とも『人民オリンビック』とも呼ばれる

　　国際的なスポーツ大会が開かれることになっていた．この犬会のために定数は定か

　　ではないが，かなり（スペイン共産党機関紙『ムンド・オプレロ』によれぱパ『三

　　千人』）の参加予定者がバルセロナに緒集していたという．7月18日のバルセロナ

　　の軍事反乱の鎮圧に，この『スポーツマン』たちも自主的に参加し・そのとき・国

　　籍とか共通言語単位で部隊が編成された・各部隊は・『セントゥリア』（ほぼユ00人

　　の兵員で，『百人隊』）とか『大隊』と呼ぱれ，それに有名な革命家や社会主義者の

　　名前，あるいは都市名を冠していた」．（5卜58員）ここでは，国際旅団結成前の

　　国際義勇軍部隊が人民オリンビック参加者から形成されたことが示されているが。

　　筆者の上記の不明点には答えたものとなっていない。
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18）『評論』36年12月号論説rスペインのための共同行動に反対するSASI」（345－

　347頁）一これについてはユリウス・ドイチュ（SASI会畏）のスベイン滞在と

　SASIの方針とあわせて，スポーツインターナシ目ナル史の問題として別に論じな

　‘ナ才1’｝まならな、、。

19）　この映画については，且乱力一も，ミハイル・コリツォフ『スペイン目記』を’

　典拠に，rロシア内戦の先例がたえず引き合いに出され・当時マドリードで上映さ

　れていたソ連映画『チャパーエフ』を観に人々が群がり，内戦の英雄の手柄を讃え

　た」と書いている、宮田武訳『コミンテルンとスベイン内戦』（岩波書店・1985年），

　64頁．なお，1920～30年代のソ連を代表するジャーナリスト，諏刺作家コリツォ

　フについては，小野理子「ミハイル・コリツォフとスペイン戦争」，永原誠編『193q

　年代世界の文学』（有斐閣，1982年），243－264頁を参照のこと・『スペイン目記』j

　はrコリツォフが1年4ヵ月にわたるスペイン戦争参加から一時帰国した，37年末

　から38年にかけて書いた，目記体ドキュメンタリー小説」（253頁）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大学助教授）

（追記）本稿校正時に，フランス耳SGTの機関紙《Sport》の1936年全号の

マイクロフィルムを本学非常勤講師，伊藤高弘武蔵野美術大学教授の好意で入

手した．そこには数多くの本稿関係記事があり，人民オリンビックのプログラ

ムやフランスの運動，スペインからの記事など，本稿の欠落を埋める源泉資料

として利用されねぱならない．その意味でも本稿は全くの未定稿である．
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